
オンライン
公開シンポジウム

(参加無料)

主 催： 日本学術会議 農学委員会 農業生産環境工学分科会
後 援：日本農業工学会、日本農業気象学会、日本生物環境工学会、農業施設学会、生態工学会

開催趣旨
物質が効率的に循環するような都市圏生態系では、系内に入力される物質量および太陽エネルギー以外のエネルギー
量は少なくなり、従って系外に排出される物質量、エネルギー量も少なくなります。このような循環型社会を達成す
るためには、近郊緑地や都市緑地の植物機能を最大限に利用するだけではなく、食料や資源となる作物の都市農園で
の生産を含む総合的な物質循環システムを構築する必要があります。本シンポジウムでは、地域を物質が循環する生
態系と捉えて、その物質循環を健全に運転するために、都市農業を中心として植物機能を最大限に発揮させ、有効に
利用する方法について考え、都市圏における物質循環、エネルギー有効利用のための方策を議論します。

都市農業における資源循環や
効率的なエネルギー利用の可能性

プログラム
9:15 開会挨拶

仁科弘重（日本学術会議第二部会員、愛媛大学理事・副学長）
9:20 趣旨説明

北宅善昭（日本学術会議連携会員、大阪府立大学生命環境科学研究科教授）
講演

司会：荊木康臣（日本学術会議連携会員、山口大学大学院創成科学研究科教授）
9:25 持続可能な社会構築のための都市農業の実現に向けた研究拠点形成

荊木康臣（前掲）
9:40 都市農業における資源循環や効率的なエネルギー利用

遠藤良輔（日本学術会議連携会員、大阪府立大学大学院生命環境科学研究科講師）
10:00 都市農業と営農型太陽光発電

谷 晃（日本学術会議連携会員、静岡県立大学食品栄養科学部教授）

＜休憩＞10:25-10:30

司会：奥島里美（日本学術会議連携会員、農研機構九州沖縄農業研究センター）
10:30 ランドスケープの観点から見た都市農業

加我宏之 （大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授）
10:55 都市農業に関するライフサイクルアセスメントの動向と課題

林 清忠（農研機構 農業環境変動研究センター 環境情報基盤研究領域 総合評価ユニット）
11:20 大阪府における都市農業の取組み

大利元樹（大阪府環境農林水産部 農政室推進課 総務企画グループ）

11:45 総合討論
進行：北宅 善昭（前掲）
コメンテータ：

古在豊樹（日本学術会議連携会員、千葉大学名誉教授）
増田 昇（大阪府立大学名誉教授・植物工場研究センター長）

12:00 閉会挨拶
真木太一（日本学術会議連携会員、九州大学名誉教授、北海道大学農学研究院研究員）

日時：令和2年9月30日（水）9:15～12:05

申し込み方法：
9月18日（金）までに、以下のURLまたはQRコードから参加登録してください。
https://forms.gle/99W9CccWLQyGC5Dp6

問い合わせ：北宅 善昭または遠藤 良輔
大阪府立大学大学院生命環境科学研究科 〒599-8531 堺市中区学園町１－１
TEL: 072-254-9434または072-254-9668
Eメール：kitaya@またはendo@に続けてenvi.osakafu-u.ac.jp
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